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恭仁山荘見学記
大　里　浩　秋*
　今回のシンポジュウムの翌日（ 6月29日）、大学総合図書館内に展示されていた内藤湖南ゆ
かりの品々を参観した後、バスで恭仁山荘に案内された。そこは湖南が晩年に住んだ家で、今
は関西大学の所有になっていることは知っていたが、神奈川からは遠すぎて行くこともあるま
いと思っていたから、この機会に連れて行っていただいたのはありがたかった。その時の感想
でも書いてほしいというのが編集者からの依頼である。が、それを記す前に湖南の郷里毛馬内
にまつわることを書こうと思う。というのは、私も生まれて18年はそこで過ごした同郷人だか
らである。
　今年の夏毛馬内に帰ると、この何十年来寂れる一方だった町が久々の活気を見せていた。盛
岡を本拠地とする南部藩の代官所として柏崎館が造られ、そこから見下ろす平地に町割りがで
きて今年で400年に当たるとして、それを記念する石碑の建立やら南部様行列やら講演会やら
が行われたからである。さらに、初代の代官は南部氏から出て地名の毛馬内を取って毛馬内氏
を名乗ったことから、今全国に散らばる毛馬内姓の人大集合というイベントもあった。郷里の
歴史を切れ切れにしか知らない私にとってありがたかったのは四百年祭実行委員会が『毛馬内
―毛馬内町割り四〇〇年物語』と題した小冊子を発行したことであったが、その本によると、
毛馬内氏が代官を務めたのは50年足らずで、その後は南部氏重臣の家柄である桜庭氏が跡を継
いだ。1650年代から明治維新で南部藩が廃止になるまで、桜庭氏が毛馬内の主であり、私が子
供のころに母親が親しい調子で桜庭「さん」にまつわる話をしていたのも道理のあることであ
った。母親が家老の家柄に生まれ、かつて柏崎館があった高台（館と通称されている）の一角
に位置している実家で私が生まれたこともあって、冗談交じりに先祖は家老だったと吹聴した
こともあるが、実態は、桜庭氏の家来は100人足らず、役付きでも50石にもいかないまことに
つつましい限りの城下町であった。それでも、町の人たちは毛馬内は城下町で学問を大事にす
る土地柄だと自慢していて、その意識は今でも続いているようである。
　翻って、明治になる 2年前に生まれた湖南の場合は、私が資料で知って嘆くまでもないつつ
ましいスケールの城下町で、桜庭氏家臣の父親が柏崎館に近接する土地に内藤塾を開いて子供
たちに儒学を教える境遇で育ったのである。そして数えの 3歳の時に戊辰戦争が起ったが、こ
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の時の騒動が湖南に与えた影響がどんなものであったかを推し量るのは誠に興味を覚えること
である。幕府方についた南部藩にとっての直接の戦争相手は隣り合わせの藩である佐竹藩であ
り、南部藩で最も相手側に接している位置にある毛馬内は最前線の陣地となり、敗退後には真
っ先に逃げ込む場所になった。父親も出陣しているが、湖南はもちろんそうした周囲の状況を
深刻に受けとめ得る年齢ではなかった。しかし、その20数年後にこの時の騒動を取り上げ、南
部藩の総大将だった楢山佐渡のみか地元鹿角（毛馬内を含む近隣地区の総称で、明治以後鹿角
郡となった）の無名の男 2人の出処進退をも取り上げて印象深く論じた文章があり（『亜細亜』
第四十一号「坐右記七」、第四十三号「坐右記八」）、私はこれを読んで、 3歳の湖南がこの戦
争で大いにショックを受け、その後父親から話を聞いたり関連する資料を読んだりしてずっと
考えるところがあったのだろうな、と思わずにはいられないのである。つまりは、湖南にとっ
て社会に目覚めた最初の大事件であると。
　さて、以上のごとくに駄弁を弄していくとこの先長くなってしまい、編集者に迷惑をかける
ことになるのは避けられない。そこで駄弁の続きは別の機会に回すとして、本題に関係しそう
な毛馬内の話を少しだけ述べる。
　湖南が生まれた場所は「砂場（すなっぱ）」といい、そこは私が子供の頃は住宅が数軒建っ
ていたが道路の拡張で何もなくなり、そうした味気ない場所の一角に湖南の生誕場所を記した
記念碑が置かれている。そこから20秒ほどの近さに内藤家の墓地のある仁叟寺があり、寺から
古町通りを抜けてぶつかった道である館坂を上って行くと湖南の故居にたどりつく。歩いて10
分の距離であり、寺から故居に至るその道の途中には私のぼろ屋がある。私の家の唯一の自慢
は真正面に美しい形で茂谷山（もやのやま、通称は毛馬内富士）が見えることで、この山は湖
南が生まれた砂場からも仁叟寺からもきれいに見えるけれども、我が家から見える姿はそれに
負けないと思っている。古町通りにある鹿角先人顕彰館に常設されている湖南の展示中には、
たしか湖南は自分の家から見える茂谷山を気に入っていたと説明されているが、故居はその山
が見える位置には建っていない。おそらく湖南は、故居に隣接する柏崎館の敷地内に入るか、
館坂を下った時に見えるその山がすきだったのではないかと、何の根拠もなく思うのである。
　いよいよ本題に入る。今回大学から 1時間半ほど移動してからバスを降り、15分ほど田舎道
を歩いて目ざす恭仁山荘に着いたが、その途中も着いてからも、山荘の中を注目するよりも外
の景色が気になった。湖南が京都の街中から人里離れた土地に終の棲家を決めたのは、郷里に
似た環境を求めた結果だったと、誰かから聞いたことがあり、それを同郷の目で確かめてみた
かったのである。この点での私の結論を言うと、毛馬内の周囲の雰囲気にかなり似ているとい
うものだった。のんびりした田園風景にそれほど高くない山が周囲に配置されており、恭仁山
荘も館坂ほどではないがある程度の勾配の上にある。ただし、茂谷山ほどに個性を感じる山は
ざっと見た限りではなさそうであった。
　山荘の室内は改装して昔の面影を残していないとのこと、それは残念なことではあったが、
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ゆったりした空間で一緒にバスで参観に来た人たちとお昼をいただき、かつ自己紹介をして交
流できたのは有意義なひと時だった。その後、唯一湖南の当時の建物が残っているとて、庭か
ら書庫に近づき、しかしカギがかかって入れないので回りをぐるりと回るだけに終わったが、
敷地の大きさも大体見当がついたところで浮かんだ感想は、昔の学者はなんと金持ちだ、とい
うものだった。
山荘における座談会
